倫理審査・治験審査に係る利益相反自己申告書の説明と用語の説明
　　利益相反自己申告書は、倫理審査においては研究責任者及び研究実施者、治験審査においては治験受入診療科長・治験責任医師および分担医師の方々に提出をお願いするものです。
申告書の項目に関して、本年度または前年度に該当がありましたら、すべて記載してください。
なお、個人の収入については、確定申告時に各企業から受け取る支払いの調書から把握できると思われますので、最終確定時と申請当該年の１月から申請までの期間に関して記載してください。
利益相反自己申告書に係る資料については、倫理委員会等の際に席上配付し委員会終了時に回収する取扱いとします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医薬保健学系事務課研究支援担当（内５７３０）
（記入例）
別記様式１
医 学 系 研 究 に 係 る 利 益 相 反 自 己 申 告 書
熊本大学大学院生命科学研究部長　殿
	研究題目
	

	氏　　名
所 属・職 名
	

	
	

	連 絡 先
	Tel：

	
	E-mail：


1．当該研究に関連する企業等からの医業収入以外の個人的利益
	□有  □ 無
	(年間の合計収入が同一外部組織から、１００万円を越える場合に有にチェック

有の場合、下記(1)､(2)の該当する箇所を記載してください。)

	企業・団体・個人名
	


(1) 本人
	
	前年度（万円）
	本年度（万円）

	報酬・給与
	
	

	原稿料
	
	

	借入
	
	

	ロイヤリティ
	
	

	講演謝礼等
	
	

	その他の贈与
	
	

	役務提供等（具体的に記述して下さい。）


※収入金額は、税込み額で記載して下さい。（以下同じ）
(2) 親族（１親等以内）　
	
	前年度（万円）
	本年度（万円）

	報酬・給与
	
	

	原稿料
	
	

	借入
	
	

	ロイヤリティ
	
	

	講演謝礼等
	
	

	その他の贈与
	
	

	役務提供等（具体的に記述して下さい。）


2．当該研究に関連する企業等への経営関与（役員、顧問又は相談役等への就任等の権益）
	□有　　□無

	本人・親族の別
	□本人
	□親族（１親等以内）

	企業・団体名
	
	

	役割（役員・顧問等）
	
	

	活動内容
	
	

	活動時間（時間/月）
	
	


3．当該研究に関連する企業等との産学連携活動
	□有　　□無　（１００万円を越える場合に有にチェック）

	企業・団体名・個人名
	

	該当するものに
チェック✓
	□寄付金・研究助成金の受け入れ　　□共同研究　　□受託研究
□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	受入金額（年）
※千円単位切り上げ
	□１００万円～４９９万円　　□５００万円～９９９万円
□１０００万円以上


※各分野等で一括して受け入れた場合は、研究代表者が受入金額を記載して下さい。
（研究担当者が記載する必要はありません。）
４．当該研究に関連する企業等の寄附講座・共同研究講座の有無、関連企業等への在籍の有無
	寄附講座、共同研究講座の設置
	□有　（企業・団体名　　　　　　　　　　　）
□無

	寄附講座、共同研究講座への所属
	□有　（企業・団体名　　　　　　　　　）
□無

	関連企業等へ過去２年間の在籍の有無
	□有　（企業・団体名　　　　　　　　　）
□無


５．当該研究に関連する企業等のエクイティ
	□有　　□ 無
	エクイティ（equity）とは、公開・未公開を問わず、
株式、出資金、ストックオプション、受益権などを言う。

	本人・親族の別
	□本人
	□親族（１親等以内）

	役職員との続柄
	
	

	エクイティの種類（数量）
	
	


　私の医学系研究に係る利益相反に関する状況は、上記のとおりであることに相違ありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出日：　　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名：　　　　　　　　　　　　　　　　
別記様式１
医 学 系 研 究 に 係 る 利 益 相 反 自 己 申 告 書

熊本大学大学院生命科学研究部長　殿
	研究題目
	

	氏　　名

所 属・職 名
	

	
	

	連 絡 先
	Tel：

	
	E-mail：


1．当該研究に関連する企業等からの医業収入以外の個人的利益

	□有  □ 無
	(年間の合計収入が同一外部組織から、１００万円を越える場合に有にチェック
有の場合、下記(1)､(2)の該当する箇所を記載してください。)

	企業・団体・個人名
	


(3) 本人
	
	前年度（万円）
	本年度（万円）

	報酬・給与
	
	

	原稿料
	
	

	借入
	
	

	ロイヤリティ
	
	

	講演謝礼等
	
	

	その他の贈与
	
	

	役務提供等（具体的に記述して下さい。）


※収入金額は、税込み額で記載して下さい。（以下同じ）
(4) 親族（１親等以内）
	
	前年度（万円）
	本年度（万円）

	報酬・給与
	
	

	原稿料
	
	

	借入
	
	

	ロイヤリティ
	
	

	講演謝礼等
	
	

	その他の贈与
	
	

	役務提供等（具体的に記述して下さい。）


2．当該研究に関連する企業等への経営関与（役員、顧問又は相談役等への就任等の権益）
	□有　　□無

	本人・親族の別
	□本人
	□親族（１親等以内）

	企業・団体名
	
	

	役割（役員・顧問等）
	
	

	活動内容
	
	

	活動時間（時間/月）
	
	


3．当該研究に関連する企業等との産学連携活動
	□有　　□無　（１００万円を越える場合に有にチェック）

	企業・団体名・個人名
	

	該当するものに
チェック✓
	□寄付金・研究助成金の受け入れ　　□共同研究　　□受託研究
□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	受入金額（年）
※千円単位切り上げ
	□１００万円～４９９万円　　□５００万円～９９９万円

□１０００万円以上


※各分野等で一括して受け入れた場合は、研究代表者が受入金額を記載して下さい。
（研究担当者が記載する必要はありません。）
４．当該研究に関連する企業等の寄附講座・共同研究講座の有無、関連企業等への在籍の有無
	寄附講座、共同研究講座の設置
	□有　（企業・団体名　　　　　　　　　　　）
□無

	寄附講座、共同研究講座への所属
	□有　（企業・団体名　　　　　　　　　）
□無

	関連企業等へ過去２年間の在籍の有無
	□有　（企業・団体名　　　　　　　　　）
□無


５．当該研究に関連する企業等のエクイティ
	□有　　□ 無
	エクイティ（equity）とは、公開・未公開を問わず、
株式、出資金、ストックオプション、受益権などを言う。

	本人・親族の別
	□本人
	□親族（１親等以内）

	企業・団体名
	
	

	役職員との続柄
	
	

	エクイティの種類（数量）
	
	


　私の医学系研究に係る利益相反に関する状況は、上記のとおりであることに相違ありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出日：　　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名：　　　　　　　　　　　　　　　　
①「ロイヤリティ」とは、特許権・商標権・著作権などの使用料を指します。





②「講演謝礼等」とは、講演、セミナーでのプレゼンテーションや参加に対して支払われる正当な報酬のことを指します。





③「その他の贈与」とは、研究活動に直接関連していない旅行費用、贈答品、現物支給等、当該研究に関連する企業等から受け取ったものを指します。





④当該利益相反自己申告書における「親族（１親等以内）」とは、研究実施者と収入や財産を共有し、生計を同じにする配偶者及び１親等の親族のことを指します。





⑤「顧問又は相談役」とは、顧問又は相談役としてアドバイザーの役割を果たしている場合などを指します。





⑥企業等の「役職員との続柄」がある場合のみ記載してください。
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